
船舶事故等調査報告書 

平成２１年６月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９門第４６号 

事故等名 油送船第二天正丸衝突（灯浮標） 

発生年月日時刻 平成２１年３月１６日２０時１５分ごろ 

発生場所 関門港内、関門航路第３５号灯浮標 

（概位 北緯３３°５９.０′ 東経１３１°００.３′） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年３月３０日門司・地方事故調査官が、運航者担当者から事故概

況を口述聴取 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号 

船舶所有者等 

 

油送船 第二天正丸 ７４９トン 

１４０８９６ 

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、丹羽汽船株式会社（船舶所有

者）、日新タンカー株式会社（運航者） 

乗組員等に関する情報 船長 四級海技士（航海） 

負傷者 なし 

損傷 右舷船尾部に擦過傷 

灯浮標の数箇所に擦過傷 

事故等の経過 本船は、船長ほか６人が乗り組み、真方位約２９４°の針路及び約１１.０ノット（kn）の

対地速力で、手動操舵によって、関門航路を西進中、平成２１年３月１６日２０時１５分

ごろ、関門航路第３５号灯浮標に衝突した。 

当時、天気は晴れで、風向は北西、風力は３、波高は約３０㎝、潮流は早鞆瀬戸で約６

kn の東流であった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は関門航路を西進中、潮流を考慮して、早めに転針せ

ず、関門航路第３５号灯浮標に接近し過ぎた可能性があると

考えられる。 

左舷側から強潮流を受け、右舷側に圧流された可能性があ

ると考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が航行中、潮流により圧流されたため、灯浮標に衝突したこと

により発生した可能性があると考えられる。 

その他の事項 なし 

 




